
事業名 担当課 対象者（施設） 利用人数等 実施年度 事業の概要 評価・課題等

健康と医療 1-1
【再掲】
新型コロナウイルス感染症ワ
クチン接種事業

新型感染症ワクチン
接種推進課

市民
延べ接種回数
511,847回

（R5.5.16時点）
R2年度～

新型コロナウイルス感染症の感染、重症化を予防するため、
ワクチンの接種を推進した。

国の接種方針の決定から接種開始まで極めて短期間であった
が、接種体制の構築等を迅速かつ臨機応変に実施し、接種を推
進することができた。

健康と医療 1-2
【再掲】
除菌水の無償配布 健康づくり課 市民 配布量

17,276L
R2年度～

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、全国的にアル
コール消毒液の入手が困難となったことから、感染症予防対
策の一環として除菌水（微酸性次亜塩素酸水）の無償配布を
行った。

アルコール消毒液の代替として除菌水を配布することで、感染
拡大防止に努めることができた。なお、購入した除菌水生成器
については、災害時における感染症対策として、避難所等で利
用する。

健康と医療 1-4 サージカルマスクの配布 健康づくり課 二次救急医療機関

４医療機関
（神奈川病院、秦野赤十
字病院、八木病院、休日
夜間急患診療所）

R元年度

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、マスクの入手
が困難な中、医療体制を確保するため、市が備蓄するマスク
の配布を行った。

市民の健康を守る医療従事者に優先的にマスクを配布すること
で、医療体制の確保につながった。

健康と医療 1-5

社会福祉施設等への感染症対
策衛生物品の配布（社会福祉
施設等支援事業）

地域共生推進課

・社会福祉施設
　（67施設）
・福祉有償運送事業
　者（5事業者）

67施設 R2年度

社会福祉施設及び福祉有償運送事業者に対して感染症対策の
ための衛生物品を配布し、より安全にサービス等を継続でき
るよう支援した。

基本的な感染症対策として衛生物品を配布することで、感染拡
大防止に努めることができ、安心、安全にサービス等を継続す
ることができた。
一方、衛生物品を速やかに配布する必要があるが、対象者によ
り必要とされる衛生物品の種類、数量が異なるため、意向等を
把握をする必要がある。

健康と医療 1-6

障害サービス等事業者への感
染症対策衛生物品の配布（障
害福祉施設等支援事業）

障害福祉課 障害サービス等事業所 156事業所 R2年度

障害サービス等事業所に対して、感染症対策のための衛生物
品を配布し、より安全にサービス等を継続できるよう支援し
た。

基本的な感染症対策として衛生物品を配布することで、感染拡
大防止に努めることができ、安心、安全にサービス等を継続す
ることができた。
一方、衛生物品を速やかに配布する必要があるが、対象者によ
り必要とされる衛生物品の種類、数量が異なるため、意向等を
把握をする必要がある。

健康と医療 1-7

秦野市民生委員児童委員協議
会への感染症対策衛生物品の
配布（社会福祉施設等支援事
業）

地域共生推進課 秦野市民生委員児童委員
協議会

実人数
260人

R2年度

民生委員に対して、感染症対策のための衛生物品を配布し、
より安全にサービス等を継続できるよう支援した。

基本的な感染症対策として衛生物品を配布することで、感染拡
大防止に努めることができ、安心、安全にサービス等を継続す
ることができた。
一方、衛生物品を速やかに配布する必要があるが、対象者によ
り必要とされる衛生物品の種類、数量が異なるため、意向等を
把握をする必要がある。

健康と医療 1-8
秦野市社会福祉協議会への感
染症対策衛生物品の配布（社
会福祉施設等支援事業）

地域共生推進課 秦野市社会福祉協議会 1団体 R2年度

社会福祉協議会に対して、感染症対策のための衛生物品及び
備品の配布などを行い、より安全にサービス等を継続できる
よう支援した。

基本的な感染症対策として衛生物品を配布することで、感染拡
大防止に努めることができ、安心、安全にサービス等を継続す
ることができた。
一方、衛生物品を速やかに配布する必要があるが、対象者によ
り必要とされる衛生物品の種類、数量が異なるため、意向等を
把握をする必要がある。

― R2年度～

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策として、庁舎の入
口付近、窓口及び会議室等に次の物品を設置した。
（全ての庁舎）
・アルコール消毒液
・パーテーション
（本庁舎、図書館、保健福祉センター、弘法の里湯等の一部
施設）
・サーマルカメラ
（公民館、こども館等の一部施設）
・空気清浄機
（公民館、駅前公衆トイレ等）
・便座除菌クリーナー
（観光施設等）
・自動水栓設備

基本的な感染症対策として有効であるアルコール消毒液や飛沫
防止のためのパーテーションを設置し、来庁者及び職員の感染
拡大防止の一助とすることができた。
感染症が収束した後、パーテーションやサーマルカメラ等の備
品の再利用方法を検討する必要がある。

 新型コロナウイルス感染症対策事業一覧

区分

健康と医療 1-3
【再掲】
公共施設における感染症対策
（共通物品）

全庁各課 職員、来庁者
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健康と医療 1-9
高齢者介護施設等への感染症
対策衛生物品の配布
（社会福祉施設等支援事業）

地域共生推進課
高齢介護課
障害福祉課

高齢者介護施設等 214施設 R2年度

社会福祉施設等、障害者、高齢者及び生活困窮者等にサービ
スを提供している団体や組織への感染症対策物品の配布や相
談場所の環境整備を行うことにより、施設職員や利用者の感
染予防の強化を図った。

基本的な感染症対策として衛生物品を配布することで、感染拡
大防止に努めることができ、安心、安全にサービス等を継続す
ることができた。
一方、衛生物品を速やかに配布する必要があるが、対象者によ
り必要とされる衛生物品の種類、数量が異なるため、意向等を
把握をする必要がある。

健康と医療 1-10

高齢介護施設への感染症対策
衛生物品の配布
（高齢者介護施設等支援事
業）

高齢介護課 高齢者介護施設 220施設 R2年度

高齢者に対し、非接触型体温計を配布し、感染予防の強化を
図った。

基本的な感染症対策として衛生物品を配布することで、感染拡
大防止に努めることができ、安心、安全にサービス等を継続す
ることができた。
一方、衛生物品を速やかに配布する必要があるが、対象者によ
り必要とされる衛生物品の種類、数量が異なるため、意向等を
把握をする必要がある。

健康と医療 1-11
民間保育所等への感染症対策
衛生物品の配布 保育こども園課 民間保育所等 30施設 R2年度

民間保育所等に対して感染症対策のための衛生物品を配布
し、より安全にサービス等を継続できるよう支援した。

基本的な感染症対策として衛生物品を配布することで、感染拡
大防止に努めることができ、安心、安全にサービス等を継続す
ることができた。

健康と医療 1-12
秦野市保育所等新型コロナウ
イルス感染症対策支援事業補
助金

保育こども園課 民間保育所等 30施設 R2年度

新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐため、保育所、認定
こども園、地域型保育事業者へ感染症の拡大防止対策に対す
る経費を補助した。
（主な対象経費）
　・マスク、消毒液、空気清浄機等の購入
　・消毒作業や清掃に係る人件費　など

新型コロナウイルス感染症対策に対する強い体制を整えること
ができ、安心、安全に保育所等の運営を継続することができ
た。

健康と医療 1-13

放課後児童健全育成推進事業
費補助金（特例措置分（新型
コロナウイルス感染症対
策））

こども育成課 児童ホーム及び民間学童
児童ホーム28教室
民間学童7事業所17教室

R2年度

新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐため、児童ホーム及
び民間学童事業者へ感染症の拡大防止対策に対する経費を補
助した。
（主な経費）
　・マスク、消毒液、空気清浄機等の購入
　・消毒作業や清掃に係る人件費　など

新型コロナウイルス感染症対策に対する強い体制を整えること
ができ、安心、安全に児童ホーム等の運営を継続することがで
きた。

健康と医療 1-14
秦野市赤十字病院緊急医療体
制支援金
（令和２年度）

健康づくり課 秦野赤十字病院 ― R2年度

緊急的に発熱外来を設置した、秦野赤十字病院の医療体制を
維持するために支援金を交付した。

医療機器の整備等の体制整備により、医療提供体制が強化され
た。

健康と医療 1-15
秦野市赤十字病院緊急医療体
制支援金
（令和３年度）

健康づくり課 秦野赤十字病院 ― R3年度

新型コロナウイルス感染症が治癒した患者について、他疾患
の治癒や経過観察による入院管理をすることで、安心して通
常生活に復帰できるよう行っている独自の取組に対して支援
金を交付した。

感染症患者の治療や退院に関する支援の実施など医療提供体制
の強化につながった。

健康と医療 1-16
新型コロナウイルス検査体制
整備支援金

健康づくり課 秦野赤十字病院 ― R2年度

平塚保健福祉事務所秦野センターが対応している新型コロナ
ウイルス感染症に係る行政検査を休日等に実施できるように
するため、秦野赤十字病院の検査体制の整備に必要な経費等
について支援金を交付した。
※実施日数：6日、検査件数：91件

秦野赤十字病院において、行政検査が実施されない休日等のう
ち６日で91件の検査が実施され、検査待ちを減らすための体制
整備をすることができた。

健康と医療 1-17
秦野市休日夜間急患診療所運
営費補助金
(令和２年度・令和３年度）

健康づくり課 一般社団法人
秦野伊勢原医師会

―
R2年度～
3年度

一般社団法人秦野伊勢原医師会が運営する秦野市休日夜間急
患診療所について、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、診療にかかる事業収入が減少した。このことから診療所
運営に係る経費を支援し、365日の救急医療体制を確保する
ため補助金を交付した。
※診療日数：休日72日、平日夜間：293日

運営資金が確保され、年間をとおした一次救急医療体制が維持
されたことで、令和２年度は4,678人、令和３年度は5,392人の
患者を受け入れた。
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健康と医療 1-18

秦野市休日夜間急患診療所運
営費補助金
（令和４年度：発熱外来体制
強化事業分）

健康づくり課 一般社団法人
秦野伊勢原医師会

― R4年度

新型コロナウイルス感染症の急拡大により、受診者や電話の
問合せ件数が増加し、診療時間を超えて対応する日が続いた
ことで、発熱外来の体制強化が必要となったことから、その
体制整備に対して補助金を交付した。

医療スタッフ等の増員や電話機器の増設などにより、発熱外来
の診療体制が強化され、休日夜間急患診療所で、8,616人の患者
を受け入れた。

健康と医療 1-19 秦野市歯科休日急患診療所運
営費補助金

健康づくり課 一般社団法人
秦野伊勢原歯科医師会

― R2年度

一般社団法人秦野伊勢原歯科医師会が運営する秦野市歯科休
日急患診療所について、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、診療にかかる事業収入が減少したことから、診療所運
営に係る経費を支援するため補助金を交付した。
※診療日数：休日72日

運営資金が確保され、年間をとおした一次救急医療体制が維持
されたことで、300人の患者を受け入れた。

健康と医療 1-20
秦野市薬剤師会薬局運営費補
助金
（令和２年度・令和３年度）

健康づくり課 特定非営利活動法人
秦野市薬剤師会

―
R2年度～
3年度

特定非営利活動法人秦野市薬剤師会が運営する秦野市薬剤師
会薬局について、新型コロナウイルス感染症の影響により、
調剤にかかる保険収入が減少した。このことから、薬局運営
に係る経費を支援し、休日夜間急患診療所の診療時間に合わ
せて調剤できるよう補助金を交付した。
※開設日数：休日72日、平日夜間：293日

運営資金が確保され、年間をとおした一次救急医療体制が維持
されたことで、令和２年度は3,374件、令和３年度は4,081件の
処方箋を取り扱った。

健康と医療 1-21 地域外来検査センター設置運
営支援金

健康づくり課 一般社団法人
秦野伊勢原医師会

― R2年度

新型コロナウイルス感染症に係る検査の集約化・効率化によ
る体制強化を目的に、一般社団法人秦野伊勢原医師会が設
置・運営するPCR集合検査場に必要な経費等に対して支援金
を交付した。
※実施日数：59日、検査件数：239件

検査場の整備により、59日で239件の検査が実施され、地域医療
体制の強化を図ることができた。

健康と医療 1-22
高齢者インフルエンザ予防接
種費用助成事業

健康づくり課 65歳以上の高齢者等
29,261人

（被接種者数）
R2年度

新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時流
行を避けるために、接種率の向上を図ることから、高齢者イ
ンフルエンザ予防接種費用の全額助成を実施した。

予防接種費用の全額助成の結果、接種率が過去最高の60.1％と
なり、季節性インフルエンザの流行を抑えることにつながっ
た。ただし、接種希望者の増加によりワクチン不足が生じる医
療機関の把握方法など、行政としてどこまで対応すべきか検討
が必要である。

健康と医療 1-23 秦野市看護師等保健事業給付
金

健康づくり課 市内医療機関 市内医療機関：3件
支給対象職員：12人

R2年度

神奈川県の医療体制「神奈川モデル」において認定または指
定等を受け、発熱やせき等の症状のある患者を診療する医療
機関が看護師等の確保をしやすくなるよう給付金を支給し
た。

12人の職員に給付金が支給されるなど人員が確保され、医療提
供体制が強化された。

健康と医療 1-24
コロナサポート秦野伊勢原運
営支援金
（令和３年度・令和４年度）

健康づくり課 一般社団法人
秦野伊勢原医師会

―
R3年度～
4年度

神奈川県の医療体制「神奈川モデル」において、新型コロナ
ウイルス感染症の自宅療養者のうち、悪化のリスク及びその
疑いがある人に対する療養サポートができるよう、「コロナ
サポート秦野伊勢原」の運営の支援を行った。
※運営日数：293日

県の補助と合わせ、自宅療養者に対する切れ目ない医療提供体
制が確保された。

健康と医療 1-25 抗原検査キット無料配布事業

県健康医療局医療
危機対策本部室
健康づくり課
上下水道局

・2～39歳及び基礎疾
患がない40～　64歳
で発熱等の症状のある方
・濃厚接触の疑いがある
県民

― R4年度

新型コロナウイルス感染症の感染者数の急増による外来医療
のひっ迫に対応するため、発熱等の症状があるなどの条件を
満たす県民に対して、県が抗原検査キットの無料配布を実施
した。行政機関における配布場所は県内10か所あり、そのう
ちの１つとして、本市では浄水管理センター敷地内通路を提
供した。
※実施日数：11日間、配布数：5,432キット

事業の実施時期が感染拡大期であったため、外来医療のひっ迫
の回避に寄与した。また、抗原検査キットの普及・定着へ貢献
があったと考えられる。

健康と医療 1-26 避難所環境整備事業（感染症
対策物品整備）

防災課 想定避難者等 11,660人 R2年度

臨時交付金を活用し、可搬型蓄電池、冷風機、サーキュレー
ター等を広域避難場所である23か所に整備を行い、避難所の
機能向上を図った。

整備した資機材にて避難スペース内の換気が効率的に実施可能
となった。整備した資機材については、耐用年数に応じた計画
的な更新が必要である。



事業名 担当課 対象者（施設） 利用人数等 実施年度 事業の概要 評価・課題等区分

健康と医療 1-27 小・中学校保健事務費 学校教育課 市内小・中学校に在籍す
る児童・生徒

－ R2年度～

学校保健特別対策事業費補助金を活用し、感染症まん延防止
に必要となる物品の購入及び施設整備等を行った。

令和２～５年度の４年間において、感染症対策に必要な施設整
備（網戸設置、HEPAフィルター付き空気清浄機の購入等）を行
うことができたが、国の補助制度の廃止により、手指消毒剤や
泡ハンドソープ等の購入など基本的な感染症対策を継続するた
めの予算措置が必要となる。

健康と医療 1-28 小学校給食設備等維持管理費
（自動手洗い設備等の導入）

学校教育課 給食調理員 120人 R2年度

給食調理に従事する職員の感染症防止対策を強化するため、
小学校給食調理室の手洗い場の水道を全自動式に改修した。

ハンドルに触れることなく手洗いができることで、感染リスク
を軽減することができた。

健康と医療 1-29
給食調理室への備品等の整備
（スポットクーラー・冷却ベ
スト）

学校教育課 給食調理員 120人 R2年度

衛生管理基準から調理中に窓を開け換気をすることができな
いため、スポットクーラーや冷却ベストを導入し熱中症防止
対策を強化するとともに、職場環境を整えることで体調管理
を徹底し感染防止対策を図った。

暑さ対策を講じることで一定の体調管理が図れたが、十分では
ないため、引き続き環境整備を行う必要がある。

健康と医療 1-30 感染防止等対策事業及び救急
活動事業

消防管理課 消防職員 ― R2年度

万が一、消防職員が感染した場合の継続的な業務遂行するた
め、「新型インフルエンザ等感染症対策に係る秦野市消防本
部業務継続計画」を策定し、その計画に基づき感染防止衣、
Ｎ95マスク、ニトリルグローブ等の感染防護具を整備した。
また、救急隊員が夏季等に徹底した感染防止対策を講じて活
動するために、冷却ベストを配備した。

新型コロナウイルス感染症の流行時には、原材料の枯渇により
購入できない救急資器材があったが、納入事業者と調整を図り
対応することができた。
救急業務が停滞することがないように、「新型インフルエンザ
等感染症対策に係る秦野市消防本部業務継続計画」に基づき、
あらかじめ救急資器材等を備蓄する必要がある。

健康と医療 1-31 感染防止等対策事業 消防管理課 消防職員 ― R2年度

救急活動における飛沫感染対策として、全救急隊へ自動式心
マッサージ器を配備した。

救急隊員の感染防止対策として、心肺蘇生実施時に対応する救
急隊員を最小限にするため自動式心マッサージ器を配備し、救
急隊員の感染リスクを回避することができた。
絶え間ない有効な胸骨圧迫による救命効果の向上や救急隊員の
身体的負担の軽減等について検討を行っていく必要がある。

健康と医療 1-32
消防施設維持補修事業
（感染防止対策用洗濯乾燥機
の導入）

消防総務課 ― １台/各署 R3年度

感染防止衣など、被服からの感染予防のため、総務省消防庁
のマニュアルに沿った感染防止対策用洗濯乾燥機を全署に設
置した。

特殊生地により製造された防火衣の洗濯が可能となり、その機
能を劣化することなく、感染リスクの高い血液、有害物質及び
化学薬品等の汚れが除去できるようになった。また、同時に除
菌作用も得られることから、感染予防対策に加え、職員の衛生
管理及び適切な出動態勢を維持することができた。
今後は、故障による修繕や消耗品購入などの維持管理が必要と
なる。

健康と医療 1-33
消防庁舎維持管理事業
（感染対策強化を目的とした
庁舎設備の自動化）

消防総務課 ― 全署 R3年度

消防・救急業務に従事する職員の感染症対策強化のため、消
防庁舎各種設備の自動化を行った。
（トイレ洗浄、洗面所等の水栓、照明等）

各設備の自動化により、利用する来庁者及び消防職員間によ
る、スイッチや蛇口を介した接触感染のリスク低減が図れ、感
染拡大の防止につながり、感染流行期にも業務を継続すること
ができた。

健康と医療 1-34
鶴巻温泉弘法の里湯管理運営
費
（感染予防の強化）

観光振興課 鶴巻温泉弘法の里 ― R3年度

入館時の密集緩和のためシューズロッカー及び受付カウン
ターを改修した。

シューズロッカーの配置及び大きさを変更することで、密集す
る状況を避けることができた。また、受付カウンターを改修
し、利用者の導線を改繕することができた。
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健康と医療 1-35
幼稚園施設維持管理費
（公立幼稚園水道ハンドル交
換）

教育総務課 園児、職員
公立幼稚園５園（本町、
南、東、北、西）

R3年度

新型コロナウイルス感染症対策の取組を徹底するため、公立
幼稚園の水道ハンドルをレバー式に交換した。

多くの園児や職員が触れる水道ハンドルについて、レバー式に
変更することで、手の甲や腕を使って水を出すことが可能にな
り、手のひらから口や目を経由した感染リスクを軽減すること
ができた。

健康と医療 1-36
新型コロナウイルスワクチン
集団接種移動困難者支援シャ
トルバス運行

新型感染症ワクチン
接種推進課
高齢介護課

高齢者等 延べ
43,316人

R3年度

新型コロナウイルスワクチン集団接種を実施するにあたり、
公共交通による移動手段がない、又は運行時間が限定されて
いるなど、高齢者の会場までの移動手段を確保するととも
に、移動の負担を軽減し、接種率の向上を図ることを目的に
実施した。

高齢者等の移動手段の確保及び移動負担の軽減に効果があった
が、更に他の移動手段確保の方法を検討する必要がある。

健康と医療 1-37 オンラインによる妊産婦等へ
の保健指導

こども家庭支援課
オンラインによる保健指
導を希望する
妊産婦等

延べ
３件

R2年度～

新型コロナウイルス感染症への懸念等から、窓口への来所を
ためらう乳幼児家庭を対象に、保健福祉センター内の相談室
でオンライン会議アプリを使用して個別相談を実施した。

対面・電話以外の手段として、オンラインによる保健指導を希
望する妊産婦等が、利用しやすい環境を提供することができ
た。

健康と医療 1-38 濃厚接触者への支援（生活・
健康電話相談窓口）

地域安全課
高齢介護課
障害福祉課

こども家庭支援課
健康づくり課

濃厚接触者 延べ
２件

R3年度～

新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者からの生活や健康に
関する電話相談に保健師が対応する窓口を開設し、市民の不
安解消に努めた。

濃厚接触者の不安の軽減に努めることができた。
本市の市民相談窓口である「新型感染症専用コールセンター」
職員が相談内容を聞き取り、専門性を有する健康相談のみ保健
師につないだため、相談件数が少なかった。

健康と医療 1-39
窓口混雑状況のリアルタイム
配信

戸籍住民課 戸籍住民課窓口利用者 ― R4年度～

ホームページでの手続きごとの待ち人数のリアルタイム配信
及び番号札発券後のメール呼出し機能を備えた番号札発券機
の導入により、来庁者及びロビー待ち人数の分散化による混
雑緩和を図った。

新たなサービスの開始に伴い、メニュー項目や呼出し方法など
の運用面について、随時見直しが必要となるが、感染症対策に
とどまらず利便性の高いサービスであることから、運用を継続
していく。


